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印欧語の「目」
風間喜代三
「目」をあらわす形の対応をみると，語幹が多様で，両数形が孤立的に残っ
ている。こうした古い傅承があるにも拘らず，その再建形はあまり判然としな
い｡その基礎は*Hek鰯一(Hは3）で，この語根はskrjksatc<*Hi-Hい-se-,gr.(filt）
6volLcm,(Atticpf)６兀〔皿兀c【などの「みる」という動詞に使われている。しかし
動詞の対応は少ないし，統一がない。従ってこの形は，多くの身体名称と同様
に，本来は名詞*Hok醗一「目」であったと考えられる。またskrprdtIka-,ｇｒ・
兀Q6c⑩兀ｏｖ「顔」（*proti‐「（相手の）目に対している」cfoHqant1uzzi〉
Antlitz）のような合成語の存在も，この名詞の古さを物語っている。
そこでこの「目」をあらわす語の，各語派における語形成を検討してみよ
う。まずアーリア語群のインド語派には，skr，dkSi，（gen)akS-nfisという，中
性のAsthi,asth-nds「骨」と同じタイプの異語幹曲用の形がある。その語幹は記
述的には-i/､-であるが，＊Hokw-の仮定からは-es/s-を前提にする。このaks-は，
an-dks‐「目がない，盲目の」というヴェーダ語の合成形にも認められる。そし
てこのfiksiの両数形akSiは，イラン語派のaMa5iに対応している。'')このaksiと
いう形のアクセントの動きから，これは｡ksiという-i-語幹に属するとは考えに
くい。その証拠に，少し新しい形としてAVdksiniという-,-語幹に基づく形がつ
くられ,不規則なaksiは使われなくなる。ということは，アーリア語族はaks-そ
のものを－つの子音語幹の名詞としてとらえ，これに両數の語尾が直接つけら
れたものとみていたといえよう。(2)
それではskr・aks-に仮定される-s-語幹を他の語派に求めようとすると，それは
スラヴ語派のocsokoの属格o6eseに認められる。因みに，この「月」の属格
は，ｕｘｏ「耳」の属格u§eseに平行している。そしてこの「耳」は，Iith，ausis，
laLauris（aus-cultO「聴く」），goth,aus｡などの対応からみて-s_語幹力朔定さ
れるから，「目」はこの「耳」の形に倣ったと考えられる。なぜなら，okoに
は古い写本にOkaという，現代のロシア語と同じ属格形が指摘されるからであ
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る。⑬'従って，このスラヴ語の形をもってアーリア語派の「目」の-s-語幹の傍
証とすることには疑問がある。
つぎに問題の両数形と‐i-語幹との関係をみると，スラヴ語には両数形にu§ｉ
「耳」と並んでbeiという形力薄ら使われている。このoeiは-s-語幹でないこと
は明らかで，むしろ-i-語幹の可能性力滴い。そこで隣接するバルト語派をみる
と，lith(f)akis，（gen.)akiesがausｉｓ「耳」と並んでこの語幹に属している。し
かしこれは本来のものではなく，ここでもiilij数形aki，auSiから，逆に-i-語幹が
つくられたと推定されている。スラブ語の（daL-instr.）ｏ`ima,uiiimaのような‐
i-も同様である。(4)従ってo6iというkの口蒜化を示す形は，Meilletが指摘する通
り，語幹接尾辞のない中性の*Hokw-に，直接両数の語尾(-iH)がつけられたもの
と解釈されよう。
アルメニア語の「月」も，単数akn，（genJakanはunkn「耳」と|可じ-,-語幹
のように思われるが，複数形は不規則で主格のa6ckc(cは帯気音を示す。－Kcは複
数の語尾）の6は後続する前方母音を予想させるから，ここにも-iまたは-iが
あったと考えざるをえない。ｍ
現在の英独語のeye,Augeの関係するゲルマン語派のもっとも古い形はgoth
augoであるが，これは属格auginsから-,-語幹で，インド語派にみられた異語幹
曲用の-,-が生きている。しかしここでも*o>au-は不規則であり，ausｏ「耳」の
au-の影響を考慮しなければならない。
名詞の曲用に両数の範鴫を残している中央アジアのトカラ語にも，既述の
「目」の対応が生きている。それは(Ａ)ａｋ,(B)ｃｋであるが，両数形はａ６ｉｉｍｏ
ｅ６(a)､eと，ここでもkの口蓋化力認められ，原トカラ語に*ekliiのような形力測
定される。しかしそれがi-語幹であるのか，あるいは子音語幹にそのまま格語
尾がつけられた形かは明らかでない。ここで-i-語幹を推定するのは，インド，
バルト語派にみられるその語幹との比較によるにすぎない。'６１
これまでにふれてきた語派の「|]」に対応する形として，ギリシア語はホメ
ロスにおいて両数形の(､)６００８のほかに，（、)６q)OuM65と(､)６ulLuをもってい
る。この３形とも*Hokw-に関係があることは確かだが，そのうちの611-1Ｌｕの接
尾辞lLuは明瞭で，専ら複数形でホメロスから悲劇に多用されている。従って
詩語であるが，プラトンなど古典期の散文にもときに使われている。これにく
らべると6〔pOuAU65は，判然としない形である。方言形の6xTuMo5,６，０L(入)Cs
をふくめて，そのqpO(XT,JIT)とskr・ｋｓとの対応が早くから注目されてきた形だ
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が，語形成としてはlaLoculusと同じ接尾辞1-(6QpO-cL几U65)を示している。こ
れはインド，ゲルマン語派のもつ-,-語幹を考慮するとき，ゴート語のsauilと
sunｎｏ「太陽」，あるいはlaLsOlとドイツ語のSonne「太陽」に似た異語幹の交
替の名残りを予想させる。ホメロスでは専ら複数形で、obxU6ov6QPOccAlLOmL／
vIjxTu6L'６０〔pvuiT1v「真暗な夜の故に彼らは目にはみなかった」（11,10275-76）
とか，ｏ０６，．AXL)W1o5／６〔pOulllob5EiloEL1LL「私はアキレウスにはまみえない
（月には入っていく）」（､,24,462-63)のように，「目」そのものよりはやや
広い閥野（に入る）」とか「面（とむかう）」のような意味で好んで用いら
れている。
ホメロスにおいてmixEE「腕」と並んで中性の両数形として多用されている
6CＯＥ（主・対格）は，上にふれた２つの「目」よりは古く，孤立している。と
いうのは，この形につけられる形容詞は，６oOeQPqEwa「輝く目」のように，
一般に複数形である。動詞もTd〕６６oi6ooElcL1L兀60011Ｖ「両眼は輝いていた」
(11,15,607)というきまった表現にのみ両数形がみられるが，その他は複数形が
用いられている。これは，５００Eという形がすでに両数という範鴫に属すること
が忘れられ化石化しつつあったことを示唆しているといえよう。これをさきに
ふれたskr,ak5I，OCS.ｏ`i,lithakiといった両数形との対応と-ss-を考慮して解釈
すると，まず*okwi力湘定され，これにさらに-eという両数をあらわす語尾が加
えられたと考えなければならない。つまり，少くともギリシア語のなかでは(f）
*wokw-1H（この場合TI=｡）＞6｡Ｃｕ「声，蝋に似た過程の変化が予想される｡'7）
これに対して，ギリシア語では‐ieという連続は口蓋化を起さずに*okieのまま
に残る可能性力認められるところから，子音語幹の両数形*HokwiH（H=9,＞gr．
e）をそのまま6CUEに結びつけようとする解釈が提唱されるに至った。mi1この説
は，ギリシア語の形が２つの両数の語尾をふくむという仮定を避けて，他の語
派との対応により近づくことができるという点で，従来の理解より有利であ
る。しかしその際に，ギリシア語を除くすべての語派が語尾-ｉＨ＞-iであるの
に，ギリシア語だけ力裁eを仮定するという違いの説明が求められよう。
skr､Ak5iとgr､6QpOcWL65の対応は，｜可じ２つの語派のrkSa-とdQxTo5「熊」に
代表される，いわゆるThorn問題としてくり返し論じられてきたが，この
「目」にはその他にも特異な点がある。一つは，さきにあげたように，６０POCヒル
lﾉL65に対して方言形力洛xTu几ＡＯＳ，さらに6兀而ijL-(入)o5という-ＸＴ-,-兀丁-を示す形
をもつこと，もう一つは，６０ＤＢという形の共存である。この形は，既述のよう
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に対応の上からはskr.。ksiをak-s-iと分析することを求めている。従ってこの
「目」に関係する２つの語派は，一方ではkSと〔ＰＯ(XT,兀T)の対応をなんらかの
仮定によって許しながら，他方ではその分離を要求していることになる。この
ような矛盾をふくんだ例は，Thorn問題の対応のなかでも珍らしく，そこにこ
の語彙の特異さが感じられる。('１
既述の*Hokw‐「目」に関係のない語派は，アナトリアとケルトである。前者
に属する(､.ｐL)hitt.§akuwa‐「目」は，その派生動詞§akuwai‐「みる」ととも
に，現在の英独語のsee，sehen（古くはseOn,sehan）をふくむゲルマン語の
goLsaihwan「みる」，即ち*sekw‐「ついていく」（skr､sdcate，ｇ『.§元Cl｣uL，lat、
sequor，Iithsektietc.）に関係ずけられてきた。('(1)しかし形と意味の両面からみ
て，同じ言語の§ak(k)‐「知る」（3.sgKakki),§agai‐「兆し」との関係も否定でき
ない。(''１さらにもう一つの可能性として，このヒッタイト語の形もなんらかの
形で先にふれた*Hokw-と結びつけられないかという仮定が考えられる。
この語源解釈には‐ak-の前にあるhitＬ§-の説明が必要で，そのためにはs‐
movableを予想しなければならない。('2)しかしそれでは安易すぎるとすれば，
新しい語根の展開が求められる。Oellingcrの示した*seH-k煙-/sH-ek喚一(Ｈは3）
>*Hokw-の交替の仮定は，その一つの試みである。それは，つぎの３段階にわ
けられる：
(1)Uridg,＊H6k畷‐iH>H6kw-jg>gr､６００Ｅ
(2)VoruranaL*sHekw-eH>hetMig(u)wa-,luw・dawi-「目」
(3)Uridg.＊SeHg-`erfah1℃､，（Ｈは2），ｈｅ1h.§akk-/§ekk-`wissen,,iiagai-‘兆
し，，laLsagire‘かぎつける，
ここで問題の「目」のs-の有無について，多くの語派がSH-＞Ｈ－に対して，
ヒッタイト語力、-をもつことに対して著者は，§akki,iiagai-＜seH-g->sa-gのs-の
影響を認めるとともに，ｌｕｗ・dawi-が語中の-9-の消失と，語頭の子音の存在を
仮定させるものだと説明している。この仮定は，ヒッタイト語の「目」を語根
*sekw‐「ついていく」ではなくてseHg-に結びつけることと同時に，他の語派の
*Hokw‐「且」をもこの対応にくみ込もうとするもので，その意味では注目に値
するが，ｓ－については同じ問題が残ってしまうことを認めざるをえない。そこ
にこの語源解釈の難点がある。（Ⅲ'）
このようにみてくると，印欧語の「月」をもたないのはケルト語派だけとい
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うことになる。これに属する古アイルランド語の(f)sdil＜*sDIi-「目」は，明ら
かに*seHwel-/suHel‐（skr・svhr-.sdrya-,gr・fWo5JaLsOI､goth､sauiLocs・slnnTce
etcj「太陽」にほかならない。（ﾙ'）「目」と「太陽｣の関係は，sDraya
vi6vAcaksase「すべてのものをみる太陽のために」（RＶ1,50,2)のような表現に
も認められるし，ｇｒ､６叫Luは天上の「目」として「太陽」に用いられるなど，
ｦ常に密接なものだから，この縛意は容易に理解される。（'5）
しかし他のケルト語をみると，ウェールズ，ブルトン語の，sdilに対応する
hauLheoIは，母音階梯の違いはあるがいずれも「太陽」をあらわしていて
「目」ではない。そして「目」には，それぞれllygadJagadという*leuk‐「輝
く」（skr・l6kate「みる」，］ocana‐「目」，ｇｒ・AEOoooj「みる」，ｌａｔ・lUccO「明
るい（動詞）」，ｌｕｘ「光」，gothliuhaO「光」etc.）に属する形をもってい
る。つまり，ケルト語族は*Hokw‐「目」を失って，内部で「太陽」と「光（輝
く）」からそれを補ったわけである。しかし古い「目」の記憶がこの語派から
完全に失われたわけではない。なぜなら，古アイルランドとブルトン語に
enechenep「顔」という形があり，これが同じ意味をもつskr・anika-,av､ainika‐
という*Hkw-をふくむ合成形と対応するからである。〔'6）
このケルト語の「目」の分布は，「太陽」との交替はいちおう認められるけ
れども，なにか異常さが感じられる，Szemer6nyiは語源研究の原則を論じた研
究のなかでこの異常さに注目し，これを解決するために，さきにふれた英独語
のsee,sehenの属する語根*sekw-によってアイルランド語のsUil〈*sUli-<*suxli‐
<*sukw-li-<*sokw-1i-を説明すると同時に，詩語であるroscという語源不明の形を
も*pro-skw-oによって解明できるとしている。１１７）
このように「目」は基本語彙であるにも拘らず，その対応をみると，両数形
が孤立的に残されている反面，語幹の構成はさまざまである。またgothaugoに
代表されるゲルマン語の形のように，＊Hokw-の正確な音対応とはいえないけれ
ども，無関係とするほどには形がかけはなれていないものもふくまれている。
gr､６QpOcOL}L65も同様で，その成立は不透明ながら，oqp-は同じ語派の6ＣＯＥ，動
詞の6WOlLUL，ＯｍＯ兀αのO兀一に共通する要素である可能性も否定できない。なぜ
このような微妙なずれが「月」の形にみられるのだろうか。この疑問について
Meilletは，lasuperstitiondumauvaisoeilからくる言葉のダブーによるものだと
説明している。（'8）
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実際にスマトラ周辺においては，狩りのシーズンの間は目について語ること
が禁じられているという。アイルランド語にみられた「太陽」と「目」の転
換，ケルト語における印欧語の古い「月」の消失には，なんらかのこうした動
機が働いていたのではないか。Meiletはまた古代イランのゾロアスター教にお
ける「目」の語彙の２つの区別についてもふれている。この宗教では，すでに
指摘されている通り，多くの語彙がアフラマズダーとダエーヴァの善悪の２派
にわかれて使用されている。「目」についても，５k『.｡ksiに対応するav.(dual）
aiiiは，賢き主の教えを破壊して，「その両目でa§ibya牛と太陽をみんがために
（生き残らんために）もっとも悪いことを説いた者」（Yasna32,１０）の「目」
である。これに対して賢き主に属するものたちの「月」は，（､)Ca§man-であ
る。これは古ペルシア語の6aiimaと一致するイラン語派の「目」であり，「聖
き`し､の行いと言葉をもつ賢き主をみた目caiimainivyadar⑨sgm,(Yasna45,8)で
ある。そしてこれ以外にもアフラマズダー派は，ａＭｄｎ(y)‐「みる」，skr・
didh(i)ｙｅ「認知する，考える」と同じ語根に属する(､)dOiera-とdaeman-という
２つの「目」をもっている。(１９）
因みにこのイラン語派の6aiiman‐「目」に対応するインド語派の形として
は，用例に乏しいがSkLcdksusmant‐「目をもつ」がある。これはcdksus-「目」
に所有をあらわす接尾辞mant-が附せられたものだが，この「目」はdksi-と並
んで古い。にも拘らず，古典期のnayana-,netra-Jocana-という同意語ととも
に，長いインド・アーリア語の歴史のなかではdksi-に圧倒されて現在では忘れ
られつつある語彙である。このcaksus-のcaks-は「みる，あらわれる」（3.sg
caste）の意味の動詞語根として，ヴェーダ語から使用されているが，対応する
av.‘a§に「教える」からさらにアーリア語族の時代にまでさかのぼると考えら
れる。このcaks-は明らかに重複形だから，恐らくskr.k誌ate「あらあわれる，
輝く」との関係が想定されるが，アーリア語族はこの重複形を－つの固定した
語根としてとらえていたに違いない。従ってcdkSuS-も，本来は重複を伴う完了
の能動分詞であったと推定されるが，音変化のうえからもcakS-を基につくられ
たとみるほうが無理がない。(２１１）
そしてこのcdksus-にはfiksi-との音のつながりが感じられる。ａＭ６ａ§man-から
推して，cakS(us)-はdksi-があらわす「目」そのものではなくて，本来はその目
が光を発して対象をみ通す力をあらわす語であった。この２つの「目」が一つ
の文脈にあらわれる例が，医療の神であるアシュヴィンASvin双神を讃えた歌
Hosei University Repository
(RＶ2,39,5）にみられる。vatevajuryanadyevaritiraksiivacdkSu5ayatamarvak
「年老いることなき風のように，川の流れのように，眼力を備えた両目のよう
に，（双神は）下り来れ」。アートマン（自我）力淳宙の根本原理として世界
を創造した過程を述べた古代インドの哲学書には，口から言葉，言葉から火
が，鼻から息，息から風がでるのと並んで，「両目からcaksibhyam眼力が
cakSus，眼力から太陽がhdityas（でた）」（Ait､Ａｒ2,4,1)と説かれている。古
代のアーリア語族にとって，月は対象を明るく照しながらみる力をもってい
る。だからみることによって，善であれ悪であれ，それを傳える可能性を秘め
ている。（21）
ものをみる力は目のなかに存在している。そこで既述のような「目」に対す
るタブーがあるとすれば，それは受動的にみるという働きではなくて，積極的
(こものを照らしながらみる過程のなかで発揮されるある種の力がそのきっかけ
になっていると考えられる。動物にしる人間にしろ，目にはそれだけ特別な，
相手をみ通すような力があると信じられていたからである。そこでこの「目」
についての迷信のようなもの，とくに「悪い目（兇眼）」とその表現に注目し
てみよう。
はじめにインド語派のもつアタルヴァ・ヴェーダの結婚の歌のなかから，そ
の一節をあげよう。これは花嫁をのせた車力輔家に近づいてきたときに唱えら
れる言葉である。sdmkEMiayamivahatdlhbrahmaUag｢hairfighorenacdksuSa
mitrfyepa/pary3naddhamviivdmpamydddstisyondmpdtibhyahsavitatdtkmo【u〃
「（花嫁の）車を祈祷の言葉とともに，不吉でなく親しみの目をもって，家々
にみつめさせよう。あらゆる形の（花嫁に）結ばれているものを，サヴイトリ
（太陽）神が夫たちに喜ばしきものにせよ」（ＡＶ14,2,12)。(型)ここでdgho虚Ua
cdkSusM不吉でない目をもって」という表現は，直接にはkravyide
ghordcaksase「不吉な（恐ろしい）目をもつ（-caksase=cakSuse），屍体を食らノうものに」（RV7,104,2)，durhildascdkSuSoghorat…nahpahi「`し､悪き（敵）
の不吉なる目から我らを守れ」（AV,９，６）に対するもので，花嫁を迎える家の
人々の「悪い目」の恐ろしさを示唆している。因みにまた，この詩句にみられ
るbrdhmana「祈祷の言葉とともに」は，その聖なる力をもって「悪い目」をふ
くめたあらゆる敵の呪いをかわすvdrmamamantaram「わがL､のうちの防御」
(ＡＶ1,19,4）となる。
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夫の家の者たちとは逆に，花嫁が夫に不吉な目をむけると，その夫は短命に
終ると信じられていた。そこで詩人は花嫁にむかって歌っているcdghora‐
cakSurdpatighnyedhi6ivapa6UbhyabsumdnahsuWircah/virastirdevdkamasyond 
sfimnobhavadvipdde§dlhcdtuSpade〃「不吉な月をもって，夫殺しとなるな。
家畜にやさしく，好意をもち，光彩に富み，男子を生み，神を敬い，喜ばし
く，我らが二足のものに幸福を，四足のものに幸福をもたらせ」（RVlq85,44,
辻訳244)。古い家庭要綱書の規定によると，婚礼の際にこの歌を伴って
ajyalepenacakSusivmjita「（花嫁の）両目に聖なるバターを塗るべし」
（SankhayanaGrhyasntral,16,5）とある。このバターは活力の象徴とされ，
清めと同時に悪からの守護を約束するものだからである。“）
人間だけでなく禽獣の「悪い目」も，古代のインド人に恐れられていた。だ
から吉兆を願って行われる鳥占いに当って，その鳥は「悪い目」を避けなけれ
ばならない。「鳥よ’もしお前が吉兆を示すものsumaligdlasならば，いかなる
逆の目もabhibhA決してお前をみつけることのないように」（RV2,42,1,辻訳
381）と詩人は祈っている。このabhibhAは，いわば｢逆光｣であり，吉兆をつ
ぶす「悪い目」である。こうした祈りは，ときには水のようなものにまで唱え
られる。祭式に使う水，客人の足を洗う水，沐浴の水に「悪い目」が注がれて
はならないからである。「水よ’吉祥の目をもってiiiv6nacdksusa私をみよ，吉
祥なる体をもってわがBEI爵にさわれ」（ＡＶ1,33,4)。
不幸にして「悪い目」の呪いをうけたときには，これを解かなければならな
い。またその恐れがある人には，守りの護符が求められる。つぎの詩句は，
ジャンギダという薬草からつくられた護符にこめた魔除けの言葉である。
durhirdastvdmghor鋤caksuhpapakfWanamigatam/tdmstvdmsahasracakso
pratibodh6､an誌ayaparipiino，sijangiJah〃「悪き心（敵）の不吉な目を，せま
り来た悪業をなしたるものを，お前は，千の目をもつものよ’これらのものを
慎重に､醸せよ，ジヤンギダお前はくまなく守るもの」（ＡＶ19,35,3)。(24)しか
しヴェーダ社会には，「悪い月」をもって魔法を行い呪いをかける多くの
krtyakh-「魔術師」やyfltudhina-「妖|劃がいた。これをみ破り退けるには，ア
グニ神のような神の力に頼るよりなかった。この神はジャンギダと同様に「千
の目をもって羅刹（悪霊）を駆逐する」（RVl,79,12）し，tlk56nacdksusa「鋭
い目をもって祭式を守り」侭Ｖ10,87,9)；辻訳92）神々と人間とを結びつける
力をもっていると同時に，人間の心のすべての悪を払いのけることができる
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(RＶ10,164,3;辻訳385〕と信じられていたからである。これは正しく火の神ア
グニの目の力cdksus-にほかならない。
インドからギリシアに注目すると，神話世界ではまずゴルゴーToQY〔MpL）
roQY6vE5が想起されよう。ガイア「大地」とポントス「海」の間に生まれた
２人の兄妹ポルキュスとケトは，結婚して３人のグライアイ「老婆」と３人の
ゴルゴーを生んだ。３人のうちメドゥーサ（「支配する女」）だけは不死でな
かったために，女神アテネの助言に従ったペルセウスによって，その首をうた
れた。彼女たちは西方の死者の国へスベリスの園に住み，頭に蛇をからませ，
猪のような耳をもち，黄金の翼をそなえ，その手は青銅という魔女で，その顔
を一月みたものは息が絶え，石になってしまった。そのためペルセウスは，輝
く楯に映った姿によってメドゥーサの首をとったといわれている｡
このゴルゴー，即ちYoQY6g「（眼差しの）恐ろしい」女たちは，本来はギリ
シアの地の古い大地女神であり，女王ペルセポネーのいる地下の霊界にいる魔
女であったと考えられる。そしてホメロスのころにはすでにその「悪い目」の
力は逆用され，一種のcmoTQ6元cLLov「魔除け」に利用されていた｡女ﾈ１１]アテネ
のアイギスにつけられたToQYetuWEQpqM16EwO[o兀EAのQou「恐ろしい怪物ゴ
ルゴーの頭」（IL5,741,Ｃｆ0..11,634)は有名である。戦いにのぞむアガメムノ
ンの楯の上にもゴルゴーの首がつけられている。Ｔｎ６ｏ色兀lu6vToQYd〕
pAomjQ⑪兀15,EuTeQpdw⑩To/6Ew6v6eQxoUEvT1,兀eQi66A即65Teの６６o5TE．
「その上には不気味な目をもち，恐ろしくみつめるゴルゴーが飾り，その周り
に恐怖と潰走も（いる）」（11.11,36-7)。戦場をかけめぐるトロイア方の将へク
トールをホメロスは，「ゴルゴーの月をもって」と形容しながら，つぎのよう
に描いている。`ExTmQ6odllQpL兀EQloTQoXpdxcL入MTQLXcL5LmTou5.／roQYou5EP 
6ﾄLUom,§Xqwfi66l3Qoro入ouYoU灘AQvlo5.「ヘクトールは美しい立てがみの馬を
あちこちにむけた，ゴルゴーの目，あるいは人殺しの神アレスの(月)をもっ
て」（IＬ8,348-9)。悲劇詩人アイスキュロスは「縛られたプロメテウス」
Prometheusdesmotesのなかで，このポルキュスの娘たちのことを，プロメテウ
ス自身に語らせている。冗61u５６，.cL6E入OputTdW6eTQeIgxuTd兀TEQoL,／
6QuxovT6I｣LcLMoLroQY6vE56QoTooTuYET5,/d50w1T650b6EいioL6〔ｉｗ篭EL
Jwod5．「その近くには彼ら（老人グライアイ）の３人の翼をもった姉妹，人々
がいやがる，蛇の髪をもつゴルゴーたちがいる。それをみたら，いかなる人間
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も息をすることはないだろう」（798-800)。ここで6QuxovT6-lluMol「蛇の髪
をもつ」という合成形がゴルゴーの形容に使われているが，その前分6Qdxuw
「蛇」は，現在の英語のdragonなどの源の語である。そしてこの形は，ｇｒ、
八
66QxoILc(Ｌ「みる」の語根*derk-の-,-語幹の派生形であることは，その女性形
6Qdxuwq＜*drakan-iaからも明らかである。従って，この怪獣の名も「みる」
ことの恐ろしさ（6ＥＷｄ５６(pOcL入uoI56Qux甑ｖ「目にみるに恐ろしい」アイス
キュロス「慈みの女神たち」Eumenides34）に由来していると考えられる。と
すれば，この6QcLxow6uuMoLroQY6vE5という表現は，みすえる月の恐ろしさ
を二重にあらわしていることになる。(２５）
それでもゴルゴーについては，その眼差しの恐ろしさだけが強調され，悪い
とか不吉という形容はみられない。既述のように，その奇怪な形相は逆に魔除
けになって破風などにも描かれ，現代ギリシアにまでその迷信は生きているく
らいだから，この魔女の目には底意地の悪さは感じられなかったのだろう。し
かしギリシアにもインドと同じ「悪い目」がなかったわけではない。
プルタルコスは得意の食卓談義のなかで，「悪い目の魔術を使う
xcLTql3qoxqWEwといわれている人々について，（Moralia680c以下）という章
をもうけて，恋をしている人の月の働きとか，父親の目を嫌う母と子の例，あ
るいは黄疸病の人が千鳥をみると，その鳥が患者の目の放射を吸収してしまっ
て，病気が治るといった話しを傳えている。そこでは「悪い月をもつ」という
表現にpdoxowov§XEw6QpOu入1ｍＶ(680c)いう表現を使っている。そしてこの
「悪い目」から身を守るには，「魔除け」兀Qol3cLcxdMov(682a)が必要で，こ
れはおかしな顔をしたものらしく，これが千鳥同様に「悪い月」をひきつけて
しまうのだという。このpdOxcwovとその一連の語は，とくに「悪い目」を使
う人について用いられる形である。プルタルコスも，例えばエヂプトの女神イ
シスが懐妊したときにつける「お守り」にはqpu入qxTnQLov（378ｂ，OpuAdTT⑩
「守る」）を用いているし，それ以外にも汀EQL-d元TOUUL「身につける」の名詞
形兀EQ[ｕｕ１Ｌｑという「お守り」もあるから，l3duxcIvoS兀Qo-6u0xdvLovは意味
的にも限定されていることがわかる。
このl3doxcWo5という語の源は判然としない。ローマ時代に同じ目に関する
「魔術」，あるいはそれを避けるための男根の形をした「お守り」をあらわす
lat､fascinus/fascinumの起源をこのギリシア語とする学者がいたことを，ゲリウ
スは「アッテイカの夜」Noctesatticael6，１２のなかでふれている。この解釈は
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あながち民間語源ともいえない魅力をもっているが，fascinusには形の｣二から
fascis「束」との関係も否定できない。そのためにこのギリシア語の形には，早
くからトラキアイリュリア起源が唱えられてきた。しかしこれも仮説の域を
でない。そこでgr・Ｍ５⑩，あるいは(Pdox⑩，IaLfnturなど「いう」という動詞
形との関係も考慮されているが，意味の特殊化が説明できない。けつきよくこ
の形も魔術の語として，不透明な|封各をもったまま，ローマ時代まで民衆の間
に生きてきたことになる。【2m
この語に関連して，ヘレニズム時代のアレクサンドリアの詩人カリマコス
Kauimachosの断片Aitia「原因」の序ともいうべき「テルキーネスTEAXWE5への
回答」のテルキーネス族についてもふれておこう。U6Yu6Ll3Movu6YuxcLx6v．
「大著は大悪」という名文句を残したこの詩人は，大作をものにしない自分を
意地悪く非難する敵たちを，「詩の女神ムーサに親しくもなかったテルキーネ
スが，私の歌についてよくぶつぶついっている」と冒頭に述べて，敵をこの一
族になぞらえている。この一族は，一説にはゴルゴーと同じくポントスとガイ
アの子といわれ，ロドス島に住む半人半魚，あるいは半蛇の魔ものとして知ら
れている。彼らは冶金の技にすぐれ，「その目はにらむだけですべてのものを
滅ぼしてしまうquommocu]osipsovitiantesomniavisu」（オウィディウス「変
身物語」Metamomhoses7,366）といわれた妖怪である。詩人はこの敵に対し
て「目の妖術の破滅をもたらす族は去れilAAErE6uCxCwt1156入o6vY6vo5」（17）
と，l3cLOxcwtdの使い手と表現している。
カリマコスの敵の－人とされているロドス島で活躍したアポロニオス
Apolloniosも，叙事詩「アルコ1ifl物語」Argonautikaの終り近くで，メーディア
の眼力を語っている。この船がクレタに寄港しようとしたとき，青銅の人タロ
スはその魔力によって，これを阻止しようとした。これに対して彼女は三度呪
文を唱え，三度祈りを捧げた後で死霊や黄泉の国の犬たちをよび出し，邪悪な
`L､を胸に抱き，「敵意にみちた目で§XOo6o兀omw6UUuoL青銅人タロスの眼差
しを幻惑した6兀(x)兀｡S§IL6Y11QEv」（1669-70)。これは一種の幻惑であり，怪人
の眼力に対してメーデイアが同じ目の魔力で機先を制したといえよう。
因みに，メーディアのように自らも目の魔力をもっているならば，相手のそ
れに対抗できようが，一般に人間はどうしたら敵方の「悪い目」をそらすこと
ができるのだろうか。その手段として，古代社会では三度唾を自分の胸に吐く
とよいという迷信があった。これもヘレニズム時代のシシリア生れの詩人テオ
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クリトスTheokritosの，ホメロスのオデュッセイアに登場するボリュペーモス
と海のニンフ，ガラテイアヘの間のおかしな恋をテーマにした歌合せの終り
に，つぎのような一節がある。「悪い月の魔力に惑わされないために，私は三
度わがlMilのなかに唾を吐いた。dj5Uh6qoxcwOCb66,rQいi5印6Ｖ§兀Tuou
x6AJTov,これは老女コテュタリスが私に教えてくれたこと」（6,39-40)。もっと
もこの三度唾を吐くという行為は，いろいろ悪霊を払うまじないとして広く行
われていたらしく，アリストテレスの高弟として知られるテオプラストス
Theophrastosも「人さまざま」Kharakteresの１６章「迷信」deisidaimoniaの終り
に述べている。「狂人やてんかんの人をみると，震えあがって胸のなかに三度
唾を吐く」ｃ
これらの作家の時代のギリシア語の作品としては聖書があげられるが，そこ
では「愚かなガラテア人よ，だれが（真実に従わないように）お前たちを幻惑
したのかTkbud5§6uox(ｗｅｖ（ラテン訳quisvosfascinavit）」（「ガラテア
書」３，１）のように，l3doxcwogの動詞形がみられるし，この形容詞の使用
も認められる。しかしプルタルコスにみられたような，これと「目」との結合
はない。代りに近代語のevileye，mauvaisoeil，b6serBlick（Schalksauge）に
通じる6qpOcLAlL65冗owlQ65(Mtl1.6,23;20,15,Ｍc､7,22,Luc､11,34）という文
字通り「悪い目」という表現があり。６qpOcLﾊﾄL65d兀入CDE「一重の目」（Ｍｔｈ６，
22;Ｌｕ011,34）と対比されている。そのラテン語訳はoculusmalusとoculussim‐
plexである。例えば，マルコ傳7,21-22では，人の心のなかからでてくる「悪
い考え」oi6LcIAoYLolLoioixcL牝6１（laLmalaecogitationes）力巧Ｉ拳されて，盗
み，殺人，姦淫，妬みなど並んで6(pOuA65JTow1Q65「悪い目」があげられてい
る。これについてマタイ傳6,22-23節は，つぎのようにいう。６入bXvo5Tou
o⑩UuTogeoTw66(pOuAIL6E.§6wo6vi66〔pOu入MEooud兀入o65,61ovT6D「つ
oCOlIdoouqp(DTew6v:oTuL･も6W６６６６〔pOq入IAb5oowTowlQ6Efi,6入ow6oCb1mL
oouoxoTew6vil0TqL.「身体の光は目である。そこでお前の目が一重であれば
お前の全身が明るいだろう。お前の眼が悪ければ，お前の全身は暗い」。この
場合「悪い目」とは，「一重の」との対比からも明らかに倫理的な意味を帯び
ている。従って，それによって人を幻惑する魔力をもったl3doxcwo5よりこの
「悪い目」のほうが意味が広いから，JTovnQ65が選ばれたと考えられる。因み
に，LaLoculussimplex／malusにたいして古教会スラヴ語訳はokoprosto／
Pkavo，ウルフィラのゴート語訳はaugoainfiJlo/unseLルターはaugeeinfeltig／
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schalckとしている。
この聖書の「一重の」月という表現に関連して，ローマの大学者プリニウス
の「博物誌」Naturalishistoriaにつぎのような記述がある(7,16-18)。－人の人
間力祠性をそなえているandrogyniという変った種族のことで，アリストテレス
によると，右の胸が女で左が男というものがいるという。そしてある作家の報
告では，アフリカに魔法を使う一族familiasquasdameffascinantiumがいて，彼
らは牧場を干上がらせたり，木を枯らせたI)したが，同じような人々がバルカ
ン半島のトリバリTriballi人やイリユリア人の間にもいるという。「彼らはみる
だけで魔法をかけてしまうし，長くみつめていると，とくに怒った目でみつめ
ていると，その相手を殺してしまう。quivisuquoqueeffascinentinterimantque
quosdiutiusintueantur,iratispraecipueoculis､彼らの悪い（月）を大人は感じや
すい。とりわけて特徴的なのは，彼らはどの目にも二つの瞳をもっていること
である。pupilIasbinasinsingulishabeantoculis」。プリニウスはさらに続けて，
この種のふしぎな力をもつ人たちはスキタイの女性たちにも，また黒海周辺の
部族のなかにもいるという報告をあげた後で，ローマの作家としては，キケロ
の言葉として，「二つの瞳をもつすべての女性は，その眼差しによってどこで
も害をあたえるfemmasquidemomnesubiquevisunocerequaeduplicespupillas
habeant」と書いている。
この二つの瞳をもつ女というのはいささか怪物めいているが，ローマでも
人々の間に「悪い目」を恐れる習慣はあったし，これに唾を吐くというまじな
いも信じられていた。エトルリア生まれの詩人ペルシウスPersiusFIaccusの風刺
詩に，つぎのような一節がある。「ほら，おばあさんかおばさんが神様を恐れ
て，小さな男の子を揺りかごからだしてしまった。そして額とよだれで濡れた
唇を，まずあの（中）指とお清めの唾によって汚れをはらう，怪しく燃える目
を抑えることに長けている女はurentisoculosinhibercperita」〔2,32-34)。ここ
で「怪しく燃える目」というのは，「悪い目」であり，「あの（不評の）指
で，infamidigitoは，中指がとかく男根など卑わいなものをあらわすのに使われ
るところから，同時に「悪い目」に対するお守りの指とされていたので，唾と
ともにあげられたわけで，ローマの迷信のあらわれである。
さきにgr・pdoxuvo5との関係力雅定されているラテン語の語彙としてfasciDus、
あるいはfascinumという形に言及したが，その動詞形（Ｃｆと）fa5cinOは既述のプ
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リニウスの引用文のなかにも認められる。これが「目」ととくに関係があると
思われる例として，ウェルギリウスVergiliusの「選歌」ＥＣ]ogaにみられる一節
をあげておこう。これは，やせて元気がない家畜を世話する牧人の言葉であ
る。nescioquistenerosoculusmihifascinatagnoS．「いかなる（悪い）目が私の
若い羊たちに魔法をかけているのか，私は知らない」（3,103)。この動詞の基
になったfascinus／fascinumは，魔法であると同時に，それに対する魔除けの
「お守り」にも用いられている。これは男根の形をしたもので，首にかけたら
しく，プリニウス（「博物誌」２８，３９）もこれに言及している。それによる
と，み知らぬ人がきたときとか，眠っている幼子がみられたときには，乳母が
三度唾を吐くのがよいと思うのだが，このfascinusのお守りがし､遣いをして守っ
てくれるのは，幼子ばかりではない。将軍たちについても，彼らが勝利の式の
列の車にこれをかけておくと，このお守りが医者として彼らを嫉妬から守って
くれると著者は書いている。迷信とはいえ，男根の形をしたfklscinusは「悪い
目」の脅威に対抗する力を象徴する守り神のようなものであったといえよう。
その源はなんであれ，この形とpdoxcwo5との関係はつながっているに
違いないｃ
小アジアのヒッタイト語族にも，この「悪い月」idalawalGLHLA-wa（hitL
iiakuwa,､.ｐＬ）は，悪い人，言葉，夢などとともに意識されていて，その魔力
（hitLalwanzalar-，動詞alwanzahh-）によって不妊になったり，ぶどう園が不
作になってしまったという記録が侍えられている。(２７)この王国の王に仕える軍
人の誓いの言葉にも，敵意の眼差しについてつぎのような表現が残っている。
「この誓いを破り，そしてハッテイの国の王に対して危険に振舞い，そして
ハッテイの国に敵意をもってKUR-IiそのFlをむけるIGLHLA-wada-a-i者を，
この誓いはとらえ，そして彼の軍隊の目をつぶしてしまえ｡a-im-wa-ah-ah-ha‐
an-duoそして彼らの耳をきこえないようにしてしまえ。128）
このように「目」は祖語のものと思われる*Hokw-の対応形のほかに，各語派
が独自の形をもっていて，「悪い目」の恐ろしさを傳えている。そこに古代の
人々の目に対する恐怖が感じられ，タブーが生れる。目はそれだけ他の五感に
くらべてすぐれているし，重要だからである。それは外から刺激をうけて働く
ばかりでなくて，自ら体内より光を相手にあたえる力をもっていると信じられ
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ていた・目は対象に光りをあたえてその正体を明らかにするし，善悪を移すこ
ともできるという信仰も，そこに生れてくる。そこで目は太陽と同じく光りを
あたえる生命の象徴であり，生気を直接に傳えることができる器官のように思
われていた。古代のインド人は，太陽神サヴイトリSavitrこそ我々に目をあたえ
てくれた神であると信じていた。Cdksurnodhehicdksusecfiksurvikhyai
tanDbhyah/sdlhceddmvicapaSyema〃「（サヴイトリ神は）我らの目に目（の
光）をcdksurもたらせ，身体にみるための目（の光）を。我々はこの（世界）
をくまなくみて，識別したい」（RVlO’158,4)。だから頭が肢体の主たるもの
であると同時に，sarvendriyanamnayanampradhanam「目はすべての感覚のな
かで主たるものである」（IndischeSprUche6932,6959）と，くり返し説かれて
いる。また目は顔の中心にある。そこでしばしばものの中心に轡えられる。父
の復讐のために父殺しの下手人である母を追う血まみれのオレステスを，コロ
スの長は「館の目が破滅に倒れないように6qpOuAlL6voYxuwlln冗０W｡〕入EOQov
JTEoCW」（アイスキュロス「供養する女たち」Khoephoroi934）とよんでい
る。
月の光を失うことは死を意味する。ホメロスは死の場面に，いく度もつぎの
ような表現を使っている。T6v660x6To5600exdMyll1ev,／iQL兀c6.,d56Te
兀uQYoS6vtxQuTeQnbouM1．「暗闇が彼の目をおおい，塔の（倒れる）よう
に，激しい戦いのなかでどうと倒れた」（11,4,461-62)。またより詩的に，死と
目が歌われるときもある。odIluT6eoou66Xe〔Q兀E6〔〔p兀もus･T6v6txcLT'6c｢Ce／
§ﾊｽu6e兀oQQpbQeo5edvuTo5xutUO[QuxQuTqLn.「血まみれの手は地面におち
た。深紅の死と力ある運命が彼の目をとらえた」（11,5,82-83）。この詩人
の言葉通り，死は目を閉じて光を失うことにほかならない。その意味でギリシ
ア人は，しばらくとはいえ光のない世界におちる眠りを，死の兄弟ととらえて
いた。黄泉の国の王で，ベルセポネーの夫ハーデースHades（Haides）を，ギ
リシア人は「みえないところ（に住む）」，つまりa-id-<*ａ（否定辞）‐wid‐
「みる」と理解していた。これは正しく月の光を失ったものたちの世界であ
る。（29)だから死者をよびもどすには，まず月の回復が必要である。リグ・
ヴェーダの終りに近く，死者の霊をよび返そうとする歌のなかで，詩人は
dSuniti‐「霊魂を導くこと＝死神」にむかって，死者のためにその切実な願いを
つぎのように歌っている。dsunltepImarasmasucdkSuhpUnahprmdmibanodhehi
bh6gam/jy6kpaSyemasuryamuccdrantamtinumatemrdtiyanabsvastl〃「霊魂
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を導<ものよ’再び我々に目を，再び呼気を，ここに味わいを返せ。さらにな
がく我々は太陽が登るのがみたい，満月の夜の神よ，我々の幸いに恵みあれ」
（ＲＶ]０，５９，６）。
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